
工業科のシーケンス制御に関する実践的な技術を習得させる指導の工夫

－ 交通信号機の制御実習とデバッグ実習を通して －
工業班 石川 誠一（高等学校教諭）

Ⅰ．主題設定の理由

・工業技術の創造的な能力と実践的な態度を育てる

■高等学校学習指導要領 工業の目標

・基礎学力の定着

・社会に貢献する人材を育てる

・安全で充実した学習環境を整備する

・シーケンス制御実習において、交通信号機の制御実習や欠陥（バグ）を発見・修正するデバッグ実習を導入し、シーケンス

制御に関する実践的な技術を習得させることを目指す。

■研究のねらい

<基礎的な知識・技術>

手だて１

シーケンス制御

<交通信号機の制御>

手だて２

<デバッグ実習>

手だて３

Ⅲ．研究の概要

シーケンス制御に関する

実践的な技術を習得した生徒

■教育振興基本計画(平成21～25年度) 主な目標

＜高等学校学習指導要領（工業の目標）＞

■工業技術の創造的な能力と実践的な態度

＜社会で望まれる電気技術者＞

・シーケンス制御がわかる

・シーケンス制御による設備の保守・管理ができる

・シーケンス制御の欠陥（バグ）を修正できる

・生徒に身近な交通信号機の制御を題材とした実習を導入する

ことで、シーケンス制御における知識・技術を深めることが

できた。

・エンジニアリングソフトを使いながら制御回路やプログラム

の中に潜む欠陥（バグ）を発見・修正する手法を学ぶなかで、

制御回路の設計に関する技術も習得することができた。

・現状では物理的な問題として生徒分の交通信号機やコピュー

タが確保できていないという点がある。

・シーケンス制御技術の習得状況の把握方法を確立していく必

要がある。

・シーケンス制御に関する指導内容、実習内容について座学と

関連づけた検討を進めていく必要がある。

Ⅳ．成果と課題

目指す生徒像

■研究の内容

◆成果 ◆課題

・シーケンス制御が分かる

・シーケンス制御による設備の保守・管理ができる

・シーケンス制御の欠陥(バグ)を修正できる

■社会で臨まれる電気技術者

Ⅱ．研究構想図

シーケンス制御に関する実践的な技術の習得

・シーケンス制御の基礎的な知識・技術の習得が不十分

・シーケンス制御における欠陥(バグ)の修正など実践力がない

■生徒の実態

シーケンス制
御実習装置に
よる基礎実習

交通信号機の
制御実習

デバッグ実習
そのために･･･

［目指す生徒像］

シーケンス制御に関する実践的な技術を習得した生徒

シーケンス制御実習装置による基礎実習（手だて１）

基本回路の組み立てやプログラムの入力、動作確認
によるシーケンス制御の基礎的な知識・技術の習得

交通信号機の制御実習（手だて２）

シーケンス制御に関する基礎的な知識・技術を活用し
た交通信号機の制御実習によるシーケンス技術の深化

デバッグ実習（手だて３）

コンピュータを利用し、制御回路やプログラム内に潜む
欠陥（バグ）の発見・修正を行う「デバッグ実習」への取組
によるシーケンス制御に関する実践的な技術の習得

・交通信号機の動きを想像しながら完成

を目指す交通信号機の制御実習の一例

＜生徒の実態＞

・シーケンス制御の知識・技術の習得、設計手法の

習得が不十分

・欠陥(バグ)の修正など実践力がない

・動作の整理や制御回路から欠陥(バグ)

を洗い出すデバッグ実習の一例


